
子育て中の

お母さん、お父さんへ

子どもたちが遊び

親たちも楽しめる

そんな交流の場があります。

親子で手をつないで

ぜひ遊びに来てください。

御代田町子育て支援事業 ３月の予定

先
生
の

今
月
の
ひ
と
こ
と

児童館事業の紹介

問
い
合
わ
せ
先

•
町
民
課
こ
ど
も
係 

（
32
）３
１
１
４

•
東
原
児
童
館 

（
32
）５
７
６
９

•
大
林
児
童
館 

（
32
）０
１
５
４

　

三
月
と
言
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
卒
業
式
を
迎

え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
に
は
次
に
向
か
っ
て
の

夢
や
希
望
が
あ
り
、
新
し
い
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
い
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

児
童
館
で
子
ど
も
達
は
、
一
年
間
い
ろ
い
ろ
な
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
一
輪
車
、
縄
跳
び
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
卓
球
、
ス
キ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
等
の

体
を
使
う
遊
び
、
将
棋
や
オ
セ
ロ
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

等
の
頭
を
使
う
遊
び
。
室
内
だ
け
で
な
く
外
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
竹
馬
、
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
等
の
体
を
思
い
切
り
動
か
す
遊
び
。
何
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
す
ぐ
に
上
達
し
て
し
ま
う
子
ど
も
達

の
姿
に
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。「
負
け
る
も
ん

か
」の
悔
し
い
気
持
ち
が
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
上
級
生
に
憧
れ
て
練
習
し
た

り
、
下
級
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
異
年
齢
の

関
わ
り
が
持
て
、
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
い
い

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
だ
ま
り
っ
こ
」の
予
定

 

東
原
児
童
館

３
月
２
日（
金
）

《
幼
児
体
操
》

　

元
気
に
走
っ
た
り
ジ
ャ
ン
プ
し

た
り
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う

３
月
６
日（
火
）

《
こ
む
ぎ
こ
ね
ん
ど
あ
そ
び
》

　

ピ
ン
ク
・
緑
色
の
ね
ん
ど
で

ケ
ー
キ
や
動
物
や
花
な
ど
を
作
っ

て
遊
び
ま
し
ょ
う

３
月
13
日（
火
）

《
お
別
れ
会
》

　

大
き
く
な
っ
た
ね
！
一
年
間
あ

り
が
と
う
！

　

会
食
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う

参
加
費
：
一
人
１
０
０
円

持
ち
物
：
お
皿
、
フ
ォ
ー
ク

今
回
は
大
林
児
童
館
の

 

木
内 

美
紀
先
生
で
す

※ 

活
動
に
よ
っ
て
は
、
持
ち
物
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 

詳
し
い
内
容
は
、
各
児
童
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひだまりっこ
「豆まき」
（大林児童館）
 

大
林
児
童
館

３
月
１
日（
木
）

《
お
ひ
な
さ
ま
作
り
》

　

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り

ま
し
ょ
う

　

持
ち
帰
っ
て
お
家
に
飾
っ
て
ね

３
月
８
日（
木
）

《
お
話
し
会
》（
図
書
館
よ
り
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居

を
見
て
親
子
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う

３
月
12
日（
月
）

《
お
別
れ
会
》

　

４
月
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
に

入
園
す
る
お
友
達
の
お
別
れ
会
を

し
ま
す

締
め
切
り　

３
月
８
日（
木
）

参
加
費
：
一
人　

１
０
０
円

持
ち
物
： 

親
子
分
の
お
皿
、フ
ォ
ー

ク
、
タ
ッ
パ
ー
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
布

「
卒
業
に
向
け
て
」
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●10カ月健診時に撮影した
写真を２カ月に分けて紹
介しています。

健

「御代田町不妊治療費助成事業」について

　町では町民が安心して妊娠できる環境整備の一環として、
不妊治療（体外受精または顕微授精）を受けている夫婦に対
し、費用の一部を助成する「御代田町不妊治療費助成事業」
を実施しています。

●助成を受けることができる方

　夫婦の両方が御代田町内に住所がある方で、次のいずれ
にも該当する方

① 法律上の婚姻をしている夫婦で、体外受精・顕微授精以
外の治療法によっては妊娠の見込みがないかまたは極め
て少ないと医師に診断されていること。

②当該治療に対し、県・他市町村の助成を受けていない方
③申請日の1年以上前から住民票に記載され、または外国
人登録原票に登録されている方

④町税等を完納の夫婦

●助成の対象となる不妊治療

　医療機関で実施した体外受精および顕微授精。
　ただし、夫婦以外の第三者からの精子・卵子・胚の提供に
よる不妊治療、代理母・借り腹による不妊治療は除きます。

●助成の額および期間

　一組の夫婦に対し、1回の治療につき15万円まで、1年
度当たり2回を限度に通算5年間助成します。
（注） 「1年度」とは、4月1日から翌年の3月31日までの期

間です。

●申請書類

①不妊治療費助成事業申請書（様式第1号）
②医師の意見書と領収書
③住民票の写し
④夫婦であることを証明できる書類
⑤夫婦の納税証明書
※ 申請者には書類の審査等を経た上で、不妊治療費助成事
業助成金交付決定通知書（様式第2号）により通知します。

申請・問い合わせ先　保健福祉課健康推進係　（32）2554

今月は、保健師の
春原奈美さんです。

（（2323）） みよた広報 やまゆり　 みよた広報 やまゆり　20182018年年33月号月号


